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は
じ
め
に

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
最
近
の
傾
向
と
し
て

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
が
提
供
を
開
始
し
た
フ
レ
ッ
ツ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
常
時

接
続
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
常
時
接
続
の
環
境
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ
ザ
が
雑
誌
や

テ
レ
ビ
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
メ
デ
ィ
ア
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
通
じ
て
の
映
像
や
音

楽
の
配
信
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ジ
オ
も
一
般
的
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
対
戦
を
行

う
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
も
常
時
接
続
で
楽
し
み
が
広
が
る
分
野
で
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
も
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｍ
ｅ
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ブ
ラ
ウ

ザ
や
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
も
、
そ
れ
ぞ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
5.5
と
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ

ク
ス
プ
レ
ス
5.5
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ

5.5
や
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5.5
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
95
や
98
の
環
境
で
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
外
見
的
に
は
前
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
グ
が
修
正
さ
れ
、
使

い
勝
手
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
5.5
と
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
ク
ス

プ
レ
ス
5.5
の
初
心
者
向
け
の
解
説
書
で
す
。
本
書
を
一
読
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本
を
理
解
し

た
上
で
、
ブ
ラ
ウ
ザ
と
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
基
本
的
な
使
い
方
を
理
解
で
き
る
で
し
ょ
う
。

本
書
と
他
の
類
似
書
と
の
相
違
点
は
、
文
章
が
日
本
語
に
適
し
た
縦
書
き
で
あ
る
こ
と
、
文
書
だ
け
あ

る
い
は
画
面
だ
け
で
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
文
書
と
画
面
の
両
方
を
使
っ
て
多
角
的
に
説
明
し
て
あ
る

点
で
す
。
な
お
、
本
書
の
詳
細
な
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
以
降
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
本
書
に
よ
り
、
あ
な
た
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
が
充
実
す
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
。

戸
内
順
一
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は
じ
め
る
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
・

本
書
の
読
み
方
・
読
み
方
の
一
例

本
書
を
使
い
は
じ
め
る
前
に
…

1

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
た
ど
る
。

●
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

19多
く
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
は
、
他

の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
が
張

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
リ
ン

ク
が
張
ら
れ
て
い
る
部
分
は
一
般
に

ア
ン
カ
ー
と
呼
ば
れ
、
通
常
、
下
線

が
引
か
れ
て
い
ま
す
。
ア
ン
カ
ー
に

マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
を
合
わ
せ
る
と
、

マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
の
形
が
手
の
ひ
ら

の
形
に
変
わ
り
、
ス
テ
ー
タ
ス
バ
ー

に
は
、
ア
ン
カ
ー
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ユ
ー
ア
ー
ル
エ
ル
が
表
示

さ
れ
ま
す
。

ア
ン
カ
ー
を
マ
ウ
ス
で
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
リ
ン
ク
先
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
か
ら
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
と
渡
り
歩

く
こ
と
を
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ン
カ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
リ
ン

ク
先
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
進
ん
だ
も

の
の
、
元
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
戻
り

た
い
と
い
う
場
合
に
は
、
ツ
ー
ル
バ

ー
の
﹇
戻
る
﹈
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
戻
っ
た
後

に
、
戻
る
前
に
い
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
再
び
訪
れ
た
い
場
合
に
は
、﹇
進

む
﹈
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

リ
ン
ク
の
下
線
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
の
設
定
に
よ
っ

て
非
表
示
に
も
で
き
ま
す
。﹇
ツ
ー

ル
﹈
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
﹇
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
オ
プ
シ
ョ
ン
﹈
を
選
択
し
て
、

﹇
詳
細
設
定
﹈
タ
ブ
で
﹇
リ
ン
ク
の

下
線
﹈
を
﹇
ポ
イ
ン
ト
し
た
と
き
に

表
示
す
る
﹈
ま
た
は
﹇
表
示
し
な
い
﹈

に
設
定
し
ま
す
。

●
リ
ン
ク
の
下
線

●
前
に
戻
る
／
先
に
進
む

●
リ
ン
ク
先
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る

●
リ
ン
ク
の
調
べ
方
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リンクは文字列に対し

て張られている場合と、

画像に対して張られてい

る場合があります。文字

に対してリンクが張られ

ている場合には、文字の

色が青く、同時に青いア

ンダーラインが引かれて

います。また画像にリン

クが張られている場合に

は、その画像が青い枠で

囲まれています。

しかし、これはHTML
エイチティーエムエル

の標準の設定であって、多くのウェブページでは、リンクの張ら

れている画像に枠がなかったり、文字にアンダーラインが引かれ

てなかったりするケースが見受けられます。

リンクが張られているかどうか識別するには、文字や画像にマ

ウスポインタを合わせてみて、ポインタが手のひらの形に変わる

かどうかで識別するのがもっとも確実です。

リンクの識別法

ヒ ン ト

枠がなくてもポインタが
手のひらの形に変わるの
で、リンクが張られてい
ることがわかる

2

本
書
の
読
み
方

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
の
が

は
じ
め
て
の
方
へ
》

本
書
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
ま
っ
た
く
は
じ

め
て
と
い
う
方
の
た
め
に
、
ブ
ラ
ウ
ザ
や
電
子
メ
ー
ル

ソ
フ
ト
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
の
知
識
も
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
イ
ラ
ス
ト
と
画

面
を
豊
富
に
掲
載
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
は
じ

め
か
ら
順
を
追
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

《
必
要
な
操
作
だ
け
を
習
得
し
た
い
方
へ
》

本
書
は
す
べ
て
読
み
切
り
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

操
作
手
順
を
先
に
実
行
し
て
、
後
か
ら
解
説
を
読
ん
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
自
由
に
や
り
た
い
操
作
か
ら
読
ん

で
く
だ
さ
い
。

1

は
じ
め
る
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴

①
理
解
を
深
め
る
イ
ラ
ス
ト
が
豊
富
で
す
。

②
１
冊
で
基
礎
か
ら
使
い
方
の
応
用
ま
で
が
わ
か
り
ま

す
。

③
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
操
作
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
知
識

の
解
説
に
も
十
分
な
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
ま
す
。

右ページのサンプル

ヒ
ン
ト

こ
の
ト
ピ
ッ
ク
の
関
連
知
識
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
便
利
な
機
能
を
主
に
解

概
略
説
明

こ
の
操
作
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
操
作
の
意
味
や
理

操
作
の
見
出
し

具
体
的
な
操
作
の
見
出
し

が
右
ペ
ー
ジ
の
端
に
配
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
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3
読
み
方
の
一
例

①
章
頭
の
「
こ
の
章
で
で
き
る
こ
と
」
や
見
出
し
か
ら
、

や
り
た
い
操
作
を
見
つ
け
ま
す
。

②
右
ペ
ー
ジ
に
は
主
に
こ
の
操
作
の
概
要
が
解
説
さ
れ

て
い
ま
す
。

③
操
作
手
順
の
解
説
に
移
り
ま
す
。
画
面
に
沿
っ
て
操

作
を
試
し
て
く
だ
さ
い
。

④
ヒ
ン
ト
に
は
、
こ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
し
て
役
に
立

つ
情
報
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
さ
ら
に
一
歩
進
ん

だ
操
作
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
方
に
最
適
の
ペ
ー
ジ
で

す
。
必
要
に
応
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⑥
章
末
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
疑
問
が
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作業終了

63

ウェブページのリンクをたどる

マウスをクリックすると、マウスポイン
タが作業中を表す砂時計の形に変わり、
リンク先への接続を試みます。2

しばらく待つと、リンク先に接続され、
リンク先のウェブページが表示されます。3

元のウェブページに戻りたいときには
［戻る］ボタンをクリックします。4

戻る前にいたウェブページに再び進む場
合には、［進む］ボタンをクリックします。5

アンカーにマウスポインタを合わせると、
マウスポインタが手のひらの形に変わり
ます。1

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
う
基
礎
編

第
5
章

リンク先のウェブページ
が表示された

ここをクリック1

元のウェブページに戻る

戻る前にいたウェ
ブページに進む

ここをクリック1

ここにマウスポインタ
を合わせる1

ステータスバーにはリンク先
のURLが表示される

接続中はマウスポインタの形
がこのように変わる

受
信
し
た
メ
ー
ル
の
文
字
が
化
け
て

読
め
な
い
の
は
、
送
信
側
の
文
字
コ
ー

ド
と
受
信
側
の
文
字
コ
ー
ド
の
設
定
が

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
文
字
コ
ー
ド

を
Ｊ
Ｉ
Ｓ

ジ

ス

７
ビ
ッ
ト
コ
ー
ド
に
設
定
す

る
の
が
普
通
で
す
。
も
し
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
８

ビ
ッ
ト
コ
ー
ド
で
文
字
を
送
る
と
、
受

信
側
が
７
ビ
ッ
ト
コ
ー
ド
に
し
か
対
応

し
て
い
な
い
場
合
、
文
字
が
正
し
く
表

示
さ
れ
ま
せ
ん
。

と
く
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
半
角
の
カ
ナ
や
記
号
を
送
る
場

合
で
す
。
こ
れ
ら
は
８
ビ
ッ
ト
コ
ー
ド

な
の
で
、
そ
れ
以
降
の
文
字
が
化
け
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
半

角
の
カ
ナ
や
記
号
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
は
使
用
し
な
い
の
が
常
識
で
す
。

ま
た
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

エ
ッ
チ
テ
ィ
ー
エ
ム
エ
ル
形
式
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
作
成
し
た
場
合
に
も
注
意
が
必
要

で
す
。
相
手
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
が

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
の
コ
ー
ド
そ
の
も
の
が

表
示
さ
れ
、
判
読
し
に
く
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

他
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
か
ら
ア
ウ

ト
ル
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
乗
り
換
え

る
に
は
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
ア
ド

レ
ス
帳
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
帳
を
引
き
継
ぐ
に
は
、﹇
フ

ァ
イ
ル
﹈
メ
ニ
ュ
ー→

﹇
イ
ン
ポ
ー
ト
﹈

→

﹇
ほ
か
の
ア
ド
レ
ス
帳
﹈
を
順
に
選

択
し
、
元
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
ア

ド
レ
ス
帳
を
選
択
し
ま
す
。
な
お
、
ユ

ー
ド
ラ
プ
ロ
や
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
の
ア

ド
レ
ス
帳
は
直
接
イ
ン
ポ
ー
ト
で
き
ま

す
が
、
他
の
ア
ド
レ
ス
帳
は
テ
キ
ス
ト

フ
ァ
イ
ル
に
変
換
す
れ
ば
イ
ン
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
引
き
継
ぐ
に
は
、﹇
フ

ァ
イ
ル
﹈
メ
ニ
ュ
ー→

﹇
イ
ン
ポ
ー
ト
﹈

→

﹇
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹈
を
選
択
し
、
イ
ン

ポ
ー
ト
元
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
を
選

択
し
ま
す
。

「
下
書
き
」
フ
ォ
ル
ダ
に
は
、
よ
く
使

う
パ
タ
ー
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
入
れ
て

お
く
と
便
利
で
す
。「
下
書
き
」
フ
ォ
ル

ダ
に
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ダ
ブ
ル
ク
リ

ッ
ク
し
て
起
動
し
、
少
し
修
正
し
て
、

﹇
送
信
﹈
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、

送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
「
下
書
き
」
フ
ォ
ル
ダ
は
何
に

使
う
の
で
す
か

■
他
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
か
ら

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に

乗
り
換
え
た
い

■
受
信
し
た
メ
ー
ル
が
文
字
化
け

し
て
読
め
な
い

)))))))  (((((((トラブルシューティング
こんなとき、どうする？
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インポートするアドレス帳
を選択

114

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
使
う
。

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
設
定

もっと進みたい人のための

レベルアップ
テクニック

4
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
情
報
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
と

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
式
に
送
ら
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
途
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番
号
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
の
重
要
な
情
報
が
盗
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
バ
ー
と
端
末
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
間
で
情
報
が
盗
ま
れ
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ
は
Ｓ
Ｓ
Ｌ
（S

ecu
re
S
ock
ets

L
ay
er

）
と
い
う
保
護
機
能
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｓ
Ｌ
対
応
の
サ
ー
バ
ー

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
間
で
デ
ー
タ
の
交

換
を
暗
号
化
し
て
、
途
中
で
情
報
が
盗

ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ
れ
た
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
す
る
と
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表

示
さ
れ
ま
す
。﹇
Ｏ
Ｋ
﹈
ボ
タ
ン
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
ペ
ー
ジ
が
表
示

さ
れ
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
右
下
に
錠
前
の

ア
イ
コ
ン
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ア

イ
コ
ン
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
が
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
で
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ

れ
た
ペ
ー
ジ
で
入
力
し
た
情
報
は
、
暗

号
化
さ
れ
て
伝
送
さ
れ
る
の
で
、
途
中

で
盗
ま
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ
れ
た
ペ
ー

ジ
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
な
い
ペ
ー
ジ
に

移
る
と
き
も
、
確
認
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

表
示
さ
れ
る
の
で
、﹇
Ｏ
Ｋ
﹈
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

●
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
で
保
護
さ
れ
た

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

●
Ｓ
Ｓ
Ｌ

エ
ス
エ
ス
エ
ル

で
保
護
す
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
は

インターネットエクスプローラでは、セキュリティの面からサイトを［信頼済み

サイト］、［制限付きサイト］、［イントラネット］、［インターネット］の4つのゾー

ンに分類して登録しておくことができます。こうすることにより、ウェブサイトを

訪れたときに、そのウェブサイトに対して設定されたセキュリティが自動的に働き

ます。なお、セキュリティを設定していないウェブサイトにアクセスしたときには、

［インターネット］に設定されているセキュリティが自動的に働きます。

このセキュリティの設定は、［ツール］メニューから［インターネットオプショ

ン］を選択して表示されるダイアログボックスの［セキュリティ］タブで行えます。

ウェブサイトを4つのセキュリティゾーンに分類する

ヒ ン ト

左ページのサンプル

レベルアップテクニック
のサンプル

トラブルシューティング
のサンプル

各
操
作
手
順
説
明

操
作
手
順
の
説
明

で
す
。

実
際
の
操
作
指
示

実
際
に
ク
リ
ッ
ク
す
る

場
所
や
選
択
す
る
箇
所

を
引
出
線
で
指
示
し
て

い
ま
す
。

作
業
終
了

こ
の
項
で
で
き
る
こ
と
の

最
終
的
な
画
面
を
表
し
て

い
ま
す
。

操
作
の
状
況
説
明

操
作
の
状
況
を
解
説

し
て
あ
る
と
こ
ろ
は

枠
内
に
色
が
つ
い
て

い
ま
す
。
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キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記
・
キ
ー
の
押
さ
え
方
・

本
書
の
表
記
・
マ
ウ
ス
の
使
い
方
・
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー

本
書
を
使
い
は
じ
め
る
前
に
…

2

5

キ
ー
の
押
さ
え
方

キ
ー
ボ
ー
ド
の
基
本
的
な
押
さ
え
方
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
一
部
の
109
キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記
に
は
、

実
際
の
動
作
と
異
な
る
キ
ー
が
い
く
つ
か
存
在

す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

4

キ
ー
ボ
ー
ド
の
表
記

キ
ー
ボ
ー
ド
は
い
わ
ゆ
る
互
換
機
用
の
109
キ

ー
ボ
ー
ド
の
表
記
を
標
準
と
し
て
い
ま
す
。

6

本
書
の
表
記

本
書
で
は
「In

tern
et
E
x
p
lorer

」
な
ど
の

名
称
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
」

と
表
記
し
て
い
ま
す
。

・
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
英
語
の

呼
称
「W

indow
s

」
な
ど
は
「
ウ
ィ
ン
ド
ウ

ズ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

・
「
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｌ
」
キ
ー
な
ど
の
表
記
は
す
べ
て

C

キ
ー
と
い
う
よ
う
に
カ
タ
カ
ナ
に

な
っ
て
い
ま
す
（
左
図
参
照
）。

・
メ
ニ
ュ
ー
や
ダ
イ
ア
ロ
グ
の
項
目
は
﹇
﹈
記

号
で
囲
ん
で
い
ま
す
。

・
本
文
中
で
は
、
登
録
商
標
や
商
標
の
明
記
は

特
に
し
て
い
ま
せ
ん
。
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4109キーボードの例

5キーの文字と入力される文字の関係と表記の異なるキー

Esc
E

Tab
T

Ctrl
C

Caps Lock

英数�
漢字番号�

L

Shift S

Back
space B

Alt
A

Insert
V

Delete
D

Home
H

End
W

Page
Up Z

Page
Down X

Q

Enter

¬
Scroll
Lock

π
Print
Screen

SysRq

P
Pause

Break

N
Num
Lock

6特殊キーのカタカナ表記対応表

} 」�

む�]

かな入力時に、
Sキーと同時に
押すと入力できる
文字�

かな入力時に、普
通に押すと入力で
きる文字�

通常（ローマ字入
力）時に、Sキ
ーと同時に押すと
入力できる文字�

通常（ローマ字入
力）時に、押すと
入力できる文字�

~を入力するには
S＋0ではなく
S＋^を押す。

«キーを押すと実
際には\記号が入
力される
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7
マ
ウ
ス
の
使
い
方

マ
ウ
ス
の
基
本
的
な
使
い
方
を
お
さ
ら
い
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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Caps Lock
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Alt Ctrl
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Enter
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Insert Home Page
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Delete End

Print
Screen
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Page
Down

Back
space

SysRq Break

–*/

987

Num
Lock

PgUpHome

654

Enter

321
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DelIns

+

Num Lock Caps Lock Scroll Lock
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8

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー

「
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
」
と
は
、
同
時
に

２
つ
の
キ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
押
す
こ
と
で
、

メ
ニ
ュ
ー
を
マ
ウ
ス
で
選
ぶ
操
作
を
代
用
す
る

こ
と
で
す
。「C

＋t

」
な
らC

キ
ー
とt

の
キ
ー
を
同
時
に
押
す
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。C

キ
ー
を
先
に

押
し
た
ま
ま
の
状
態
で
、
次
にt

キ
ー
を
押
し

て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

8ショートカットキーの押さえ方
C＋tという表記がある場合は…

11
左ボタンを1回押して、すぐに離し
ます。これを「クリック」と呼び
ます。最も基本的な操作です。

1
2

クリックの動作をすばやく2回繰り
返します。これを「ダブルクリッ
ク」と呼びます。

13
右ボタンを1回押して、離します。
これを「右クリック」と呼びます。

1
4

左ボタンを押したままマウスを引
きずります。目的の位置でボタン
を離します。これを「ドラッグ」
と呼びます。

状況に応じた特
別なメニューを
表示します

プログラムを起
動したりすると
きに使用します

主に何かを移
動するときに
使用します

主に何かを選
択するときに
使用します
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Explorer 5.5
Chapter 1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本

1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
2

2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か

…
…
…
…
4

3

イ
ン
タ
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ッ
ト
上
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は

ア
ド
レ
ス
が
振
ら
れ
て
い
る

…
…
…
…
…
…
…
6

4

サ
ー
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
を
指
定
す
る

…
…
…
…
8

1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の

通
信
の
約
束
事

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
10

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一
部
の
人

に
と
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
欲
し
い
情
報
を
探
し
た
い
と
き
、
趣
味
を
同
じ
く
す
る
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
と
き
、
仕
事
を
探
し
た
い
と
き
、
求
人
広
告
を

出
し
た
い
と
き
、
時
刻
表
を
調
べ
た
い
と
き
、
ア
イ
ド
ル
の
動
向
を
知
り
た

い
と
き
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

1イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

は

、

「
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

イ

ン

タ

ー

（
相
互
）
」
の

「
ｎ
ｅ
ｔ

ネ

ッ

ト

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）」
と
い

う
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ

ド
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。当
初
は
、

国
防
目
的
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
部
が
破
壊
さ
れ
て
も
、
全
体
は
ダ

ウ
ン
し
な
く
て
済
む
よ
う
に
考
え
ら

れ
た
も
の
で
す
が
、
今
で
は
、
国
防

と
は
無
関
係
に
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
発
展
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
急
速
に
広
ま

り
、
今
や
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
う
と
、
今
ま
で
遠
い
存
在
だ

っ
た
海
外
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
国
や
政
治
に
対
す
る

人
々
の
意
識
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
さ
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は

国
境
を
越
え
た
地
球
人
を
生
み
出
し

て
い
る
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
と
「
Ｗ

Ｗ
Ｗ
」
と
い
う
言
葉
が
必
ず
で
て
き

ま
す
。
Ｗ
Ｗ
Ｗ
は
「W

orld
W
id
e

W
eb

」
の
略
で
、
世
界
中
に
広
が

る
蜘
蛛
の
巣
と
い
う
よ
う
な
意
味
で

す
。
世
界
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
蜘

蛛
の
巣
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ
う
。

Ｗ
Ｗ
Ｗ
で
提
供
さ
れ
る
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
が
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
で
、
現
在
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
代
名
詞
の
よ
う

●
Ｗ

Ｗ

Ｗ

ダ
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
ー
ダ
ブ
リ
ュ
ー

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
は

2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
商
用
の
パ

ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
と
異
な
り
、

特
定
の
管
理
者
が
い
ま
せ
ん
。
そ
の

こ
と
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
自
由
さ

で
面
白
さ
な
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
問
題
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ

ニ

ッ

ク

（N
etw
o
rk
Info
rm
atio
n

C
enter：

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
セ
ン

タ
ー
）
と
い
う
非
営
利
団
体
が
主
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は
各
国

に
あ
り
、
日
本
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
は

Ｊ
Ｐ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ジ
ェ
ー
ピ
ー
ニ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
ま
す
。

管
理
者
が
い
な
い
た
め
に
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
、
規
制
が
少
な
く
、
そ

の
自
由
度
の
高
さ
こ
そ
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
魅
力
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
上
で
の
問
題
も
多
発
し
て

い
ま
す
。
無
差
別
に
送
ら
れ
て
く
る

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
ネ
ズ
ミ
講
的

な
勧
誘
メ
ー
ル
、
メ
ー
ル
を
介
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
散
、

氾
濫
す
る
ア
ダ
ル
ト
画
像
、
違
法
な

薬
物
の
販
売
な
ど
、
問
題
も
山
積
み

し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
管
理
者
は

ヒ ン ト

JPNICのホームページ



3

インターネットはネットワークの総称

インターネットは世界中を蜘蛛の巣のよ
うにつなげています。そのため、WWWや
World Wide Webと呼ばれています。Web
は蜘蛛の巣というような意味です。

2

企業内LAN

パソコン通信�

大学内LAN

データベース�

プロバイダと個人ユーザー�

インターネット�

インターネットはネットワークのネット
ワークです。つまり、小さなネットワー
ク同士を結びつけているネットワークの
総称がインターネットなのです。

1

WWWでは H T M L
エッチティーエムエル

文書を使って
さまざまなマルチメディア情報が
提供されています。

3

WWW
マルチメディア情報�

マルチメディア情報�
マルチメディア情報�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本

第
1
章

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
情
報

を
提
供
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は

「
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
ー
は
文
字
情

報
だ
け
で
な
く
、
画
像
、
音
声
、

動
画
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情

報
も
提
供
し
、
互
い
に
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
ア
ン

カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
マ
ウ

ス
で
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
リ
ン
ク

さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
ー
に
一
気
に

ジ
ャ
ン
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

か
ら
別
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
へ
渡
り

歩
く
こ
と
を
「
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ

ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
と
は



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
何
が
で
き
る
か
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト

2イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
見
る
と
い
う
言
い
方
を
す
る

こ
と
も
あ
り
、
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ

う
。
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
情
報
を
閲
覧

す
る
に
は
「
ブ
ラ
ウ
ザ
」
ま
た
は

「
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
」
と
呼
ば
れ
る

ソ
フ
ト
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス

プ
ロ
ー
ラ
な
ど
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ブ
ラ
ウ
ザ
を
使
う
と
、
文
字
情

報
以
外
に
も
画
像
、
動
画
な
ど
の
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
情
報
端
末
や
携

帯
電
話
で
も
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
電
子
メ
ー

ル
を
送
受
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

電
子
メ
ー
ル
は
通
常
の
郵
便
と
は
異

な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
結
ば
れ

た
世
界
中
の
人
と
メ
ー
ル
を
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
子
と
い
っ

て
も
手
紙
を
普
通
に
書
く
よ
う
に
使

え
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

最
も
利
用
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

メ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
は
、
文
字

だ
け
で
な
く
、
画
像
や
音
声
な
ど
を

送
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
さ
え
わ
か
れ
ば
、

世
界
中
の
誰
に
で
も
瞬
時
に
電
子
メ

ー
ル
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
は
い
ろ
い
ろ
な

ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
る
意
見
交
換
の
場

で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
と
い
っ
て
も
特
定

の
新
聞
社
が
ニ
ュ
ー
ス
を
配
信
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
通

信
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
電
子
会
議
室
の

よ
う
に
、
一
般
の
利
用
者
が
意
見
を

交
換
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
は
誰
で
も
自
由

に
意
見
や
情
報
を
書
き
込
ん
だ
り
読

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
趣

味
、
経
済
、
音
楽
な
ど
、
一
万
以
上

の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
世
界
各

地
に
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
バ
ー
が
あ
り
、

一
カ
所
に
投
稿
す
れ
ば
、
他
の
ニ
ュ

ー
ス
サ
ー
バ
ー
に
自
動
的
に
配
信
さ

れ
て
い
き
、
世
界
中
の
誰
も
が
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
フ
ァ
イ
ル

●
Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ー
ピ
ー

●
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

●
電
子
メ
ー
ル

●
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
閲
覧

4

最近では、i
アイ

モードに代表されるように携帯電話を

使ってインターネットにアクセスする人が増えてき

ました。携帯電話でできることは主にウェブページ

の閲覧と電子メールの送受信です。ただし、携帯電

話で閲覧できるウェブページは小さいサイズのもの

に限られます。

携帯電話でインターネット

ヒ ン ト



5

インターネットでできること

電子メールを送受信したり、ネットニュ
ースを読み書きしたりします。2

ネットニュースを読み書きします。3

FTPでファイルを転送します。4

ネットニュース 掲示板�

ブラウザでウェブページを閲覧します。1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本

第
1
章

を
転
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト
や
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

エ
イ
チ
テ
ィ
ー
エ
ム
エ
ルフ

ァ
イ
ル
の
送
受
信
に
よ
く
使
わ
れ

ま
す
。
Ｆ
Ｔ
Ｐ
サ
ー
バ
ー
の
中
で

も
、
ア
カ
ウ
ン
ト
（
ユ
ー
ザ
Ｉ
Ｄ

や
パ
ス
ワ
ー
ド
）
が
な
く
て
も
オ

ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト
を
自
由
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
サ
イ
ト
は

a
n
o
n
y
m
o
u
s

（
ア
ノ
ニ
マ
ス：

「
匿
名
」
の
意
味
）
Ｆ
Ｔ
Ｐ
サ
ー
バ

ー
と
呼
ば
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、

遠
隔
地
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

操
作
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、@

nifty

ア
ッ
ト
ニ
フ
テ
ィ

な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
通
信
セ
ン
タ
ー
に

ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド

の
変
更
な
ど
の
目
的
で
サ
ー
バ
ー

に
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
も
使
わ
れ

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
接
続

先
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
Ｔ
ｅ
ｌ
ｎ
ｅ
ｔ

テ

ル

ネ

ッ

ト



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
は

ア
ド
レ
ス
が
振
ら
れ
て
い
る
。

●
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
と
ド
メ
イ
ン
名
の
基
礎
知
識

3イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
他
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
情
報
を
検
索
し
よ
う
と
し

て
も
、
ア
ド
レ
ス
が
な
け
れ
ば
、
検

索
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
誰
か
に

電
話
し
よ
う
と
し
て
も
、
電
話
番
号

が
な
け
れ
ば
、
電
話
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て

い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
割
り
振
ら
れ

た
ア
ド
レ
ス
は
、「
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
部
で
は
２
進
数
の

32
桁
の
数
字
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
扱
い

や
す
く
て
も
人
間
に
は
わ
か
り
づ
ら

い
の
で
、
通
常
８
桁
ず
つ
区
切
り
、

10
進
数
に
直
し
て
表
し
ま
す
。

10
進
数
を
ピ
リ
オ
ド
で
区
切
っ
た

Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
も
数
字
の
羅
列
で
わ

か
り
に
く
い
の
で
、
私
た
ち
が
、
メ

ー
ル
を
出
し
た
り
、
サ
ー
バ
ー
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
き
に
は
、
ド
メ
イ
ン

名
と
呼
ば
れ
る
名
前
を
使
っ
て
宛
先

を
指
定
し
ま
す
。

ド
メ
イ
ン
名
は
、
右
か
ら
国
名
、

組
織
の
種
類
、
組
織
名
、
部
門
名
の

順
に
指
定
し
ま
す
。
こ
れ
な
ら
、
そ

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ど
の
国
の
ど
う

い
う
組
織
に
属
し
て
い
る
か
が
一
目

で
わ
か
り
ま
す
。

国
名
、
組
織
の
種
類
、
組
織
名
は

Ｎ
Ｉ
Ｃ

ニ

ッ

ク

（N
etw
ork

In
form

ation

C
en
ter：

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
セ

ン
タ
ー
）
と
い
う
非
営
利
団
体
が
管

理
し
て
い
る
の
で
、
勝
手
に
付
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外

は
組
織
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
な
ど
）
が
組

織
内
で
重
複
し
な
い
よ
う
に
自
由
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
た
ち
人
間
に
は
ド
メ
イ
ン
名
の

表
記
の
方
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
す

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
理
解
で
き
る

の
は
、
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
の
方
で
す
。

そ
こ
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
す

る
場
合
、
ド
メ
イ
ン
名
を
Ｉ
Ｐ
ア
ド

レ
ス
に
変
換
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
Ｄ

Ｎ
Ｓ
サ
ー
バ
ー
（
ネ
ー
ム
サ
ー
バ
ー

と
も
呼
ば
れ
る
）
で
す
。
ち
な
み
に

Ｄ

Ｎ

Ｓ

は

D
om
ain

N
am
e

Service

の
略
で
す
。

●
Ｄ
Ｎ
Ｓ

デ
ィ
ー
エ
ヌ
エ
ス
サ
ー
バ
ー

●
ド
メ
イ
ン
名

●
Ｉ
Ｐ
ア
イ
ピ
ー

ア
ド
レ
ス

6

国名 省略名

米国 us（省略可）

日本 jp

カナダ ca

イギリス uk

フランス fr

ドイツ de

イタリア it

スイス ch

ロシア su

中国 cn

組織の種類 説明
※カッコ内は米国の表記

ac（edu） 教育機関

ad（net） ネットワーク管理団体

co（com） 企業

go（gov） 政府機関

ne ネットワークサービス

or（org） その他の団体
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本
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12 ドメイン名は下図のような規則で付けられています。

13
ドメイン名をDNSサーバーに送ると、IPアドレスに変換して返してくれます。

DNSサーバー�

ドメイン名（ppp.bekkoame.ne.jp）�

パソコン�

IPアドレス（202.152.148.125）�

ppp.bekkoame.ne.jp

部門名 組織名 国名

組織の種類

IPアドレスとドメイン名

1 インターネット上のコンピュータにはIPアドレスが割り振られています。

10101100 00010000 01100101 01011010

172.16.101.90

172 16 101 90

コンピュータ内部でのIPアドレス
（2進数32桁）

8桁ごとに10進数に直す

10進数をピリオド（.）で区切る



サ
ー
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
を
指
定
す
る
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
基
礎
知
識

4サ
ー
バ
ー
を
ア
ク
セ
ス
す
る
と
き

に
指
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
が
Ｕ
Ｒ

Ｌ
（U

niform
R
esource

L
ocator

）

で
す
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
サ
ー
バ
ー
の
ア

ド
レ
ス
を
示
す
も
の
で
す
が
、
次
ペ

ー
ジ
に
示
す
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ス
方

法
、
ド
メ
イ
ン
名
、
パ
ス
名
の
３
つ

の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
常
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ

の
ア
ド
レ
ス
欄
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法
は
、
ア
ク
セ
ス
す

る
サ
ー
バ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て
違
っ

て
き
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法
の
中
で
最
も
よ
く

使
わ
れ
る
の
が
「h

ttp
://

」
で
す
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ

エ
イ
チ
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー
ピ
ー

は

h
y
p
er

tex
t

tran
sfer

p
rotocol

の
略
で
、
ウ
ェ

ブ
サ
ー
バ
ー
上
の
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ク

セ
ス
す
る
場
合
に
指
定
し
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
す
る
と
き
に
は
、「http://

」

を
指
定
す
る
の
が
基
本
で
す
。

「ftp
://

」
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ー
ピ
ー
サ
ー
バ
ー

か
ら
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

た
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
す
る

場
合
に
指
定
し
ま
す
。

「file://

」
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
な
い
で
、
自
分
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ま
た
は
Ｌ
Ａ
Ｎ

ラ

ン

で
つ
な
が
っ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
フ
ァ
イ
ル
に
ア

ク
セ
ス
す
る
と
き
に
指
定
し
ま
す
。

「n
ew
s:

」
は
、
ニ
ュ
ー
ス
サ
ー
バ

ー
に
接
続
し
て
ニ
ュ
ー
ス
の
閲
覧
を

す
る
と
き
に
指
定
し
ま
す
。

ド
メ
イ
ン
名
で
サ
ー
バ
ー
の
場
所

を
指
定
し
ま
す
。
ド
メ
イ
ン
名
の
代

わ
り
に
Ｉ
Ｐ
ア
イ
ピ
ー

ア
ド
レ
ス
を
指
定
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
ポ
ー
ト
番
号
は

通
常
省
略
さ
れ
ま
す
。
ド
メ
イ
ン
名

の
詳
細
は
前
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。パ

ス
名
は
、
ア
ク
セ
ス
す
る
フ
ァ

イ
ル
の
場
所
（
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
名
）

と
フ
ァ
イ
ル
名
を
指
定
し
ま
す
。
な

お
、
フ
ァ
イ
ル
名
のin

d
ex
.h
tm
l

の

部
分
は
省
略
で
き
ま
す
。

●
パ
ス
名

●
ド
メ
イ
ン
名

●
ア
ク
セ
ス
方
法

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

ユ
ー
ア
ー
ル
エ
ル
を
指
定
す
る

8

電子メールアドレスは、電子メールを出すときに指定するアドレスで、個々のユー

ザに割り振られています。電子メールアドレスは次のような形式で指定します。

ユーザ名はプロバイダなどの運営組織から

もらうことのできる名前で、組織内では一意

に割り振られます。したがって、あらゆる電

子メールアドレスは、世界中で1つしかない

ことになります。

電子メールアドレス

ヒ ン ト

htw@ppp.bekkoame.ne.jp

ユーザ名　　　　　　ドメイン名



9

URLを解読する

ブラウザのアドレス欄には、現在閲覧しているウェブページのURLが表示されます。3

URLはこのような構成になっています。1

URLの頭に着いている数字は、それぞれ次のような意味を持っています。2

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
本

第
1
章

アクセス方法 説明

http ウェブサーバー上のファイル

https セキュリティ機能付きのウェブサーバー上のファイル

file 自分のパソコンもしくはLAN上のファイル

ftp Anonymous FTP上のファイル

news ニュースグループ

telnet Telnetによるホスト接続

http://www.bekkoame.ne.jp/~htw/index.html

アクセス方法 パス名
ドメイン名　
（この後に：が付き、ポート番号が続くこともある。
例えば「http://www.bekkoame.ne.jp:8080/」）

ここにURLが表示される
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の

通
信
の
約
束
事
。

●
プ
ロ
ト
コ
ル
の
基
礎
知
識

プ
ロ
ト
コ
ル
と
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
通
信
規
約
と
い
う
よ
う
な
意
味
で

す
。
人
間
で
い
え
ば
、
言
語
に
相
当
す

る
も
の
で
す
。
言
語
が
違
え
ば
、
会
話

が
成
立
し
な
い
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
で
異
な
る
プ
ロ
ト
コ
ル
を
使
用
す

る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
は
ウ
ィ
ン
ド

ウ
ズ
パ
ソ
コ
ン
も
含
め
、
そ
れ
以
外
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
も
共
通
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
ト
コ

ル
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／

Ｉ
Ｐ
と
い
う
プ
ロ
ト
コ
ル
が
使
わ
れ
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
互
い

に
こ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
使
う
こ
と
に
よ

っ
て
は
じ
め
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
る
の
で
す
。

Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｐ

テ
ィ
ー
シ
ー
ピ
ー

（T
ransm

ission
C
ontrol

P
rotocol

）
と

Ｉ
Ｐ

ア
イ
ピ
ー

（In
tern
et
P
rotocol

）
と
い
う

２
つ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た

プ
ロ
ト
コ
ル
で
す
。
Ｉ
Ｐ
は
パ
ケ
ッ
ト

が
目
的
地
に
着
く
た
め
の
経
路
を
決
定

し
、
Ｔ
Ｃ
Ｐ
は
パ
ケ
ッ
ト
の
デ
ー
タ
の

エ
ラ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
し
て
い
る
か
深
く
知
る
必
要
は
あ
ま

り
な
く
、
と
り
あ
え
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
は
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ
が
使
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
れ
ば
十

分
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
デ
ー
タ
は

サ
イ
ト
か
ら
サ
イ
ト
へ
と
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
式
に
転
送
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
た
と

え
ば
、
サ
イ
ト
Ａ
か
ら
サ
イ
ト
Ｚ
へ
デ

ー
タ
を
送
る
に
は
無
数
の
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
各
サ
イ
ト
に
は
ル
ー
タ
と

呼
ば
れ
る
交
換
機
が
あ
り
、
ル
ー
タ
は

指
定
さ
れ
た
宛
先
に
デ
ー
タ
を
送
る
に

は
ど
の
サ
イ
ト
を
経
由
す
れ
ば
よ
い
か

を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

Ａ
の
ル
ー
タ
は
、
Ｚ
へ
デ
ー
タ
を
送

る
と
き
は
Ｃ
を
経
由
す
る
の
が
一
番
早

道
と
判
断
し
、
デ
ー
タ
に
宛
先
を
付
け

て
Ｃ
へ
転
送
し
ま
す
。Ｃ
の
ル
ー
タ
は
、

Ｚ
へ
転
送
す
る
に
は
Ｇ
を
経
由
す
る
の

が
一
番
早
道
と
判
断
し
て
Ｇ
へ
転
送
し

ま
す
。
Ｇ
の
ル
ー
タ
は
Ｚ
へ
直
接
転
送

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
Ａ→

Ｃ

→

Ｇ→

Ｚ
と
い
う
最
短
経
路
で
、
Ａ
か

ら
Ｚ
へ
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
る
の
で
す
。

た
と
え
、
経
路
に
当
た
る
サ
イ
ト
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
故
障
し
て
い
る
場
合

で
も
、
別
の
ル
ー
ト
を
経
由
す
れ
ば
よ

い
の
で
、
多
少
余
分
に
時
間
が
か
か
っ

て
も
、
確
実
に
目
的
の
サ
イ
ト
に
デ
ー

タ
が
届
き
ま
す
。

デ
ー
タ
を
送
る
際
に
は
、
全
デ
ー
タ

を
一
度
に
送
る
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ

列
を
い
っ
た
ん
小
さ
な
部
分
（
パ
ケ
ッ

ト
）
に
分
割
し
て
か
ら
相
手
に
送
り
ま

す
。
各
パ
ケ
ッ
ト
に
は
、
宛
先
や
全
デ

ー
タ
中
の
ど
の
部
分
か
を
示
す
情
報
が

付
け
ら
れ
て
お
り
、
受
信
時
に
は
、
そ

の
情
報
を
も
と
に
、
元
の
デ
ー
タ
に
復

元
さ
れ
ま
す
。

複
数
の
パ
ケ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
空
い
て
い
る
回
線
を
通
っ

て
伝
送
さ
れ
る
た
め
、
効
率
よ
く
交
換

網
を
運
用
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、
デ

ー
タ
に
エ
ラ
ー
が
発
生
し
た
場
合
に

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
デ
ー
タ

は
パ
ケ
ッ
ト
単
位
に
送
ら
れ
る

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
デ
ー
タ

は
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
式
に
転
送
さ

れ
る

●
Ｔ
Ｃ
Ｐ
／
Ｉ
Ｐ

テ
ィ
ー
シ
ー
ピ
ー
ア
イ
ピ
ー

プ
ロ
ト
コ
ル
を

使
う

●
プ
ロ
ト
コ
ル
と
は

もっと進みたい人のための

レベルアップ
テクニック

1
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A B C A B C

B

C

A

データ�

パケット�

プロトコル

データはパケット単位に分割され、空い
ている回線を通って送られ、目的地で元
のデータに復元されます。2

サーバー�

TCP/IP

サーバー� サーバー�

サーバー�

TCP/IP

TCP/IP

TCP/IPTCP/IP

1つの回線の中を複数のパケットが流れ
ていくので、効率的です。3

各サイトのルータが交通整理をして、最
短距離を自動的に選んでくれます。4

A B C

A B C

A B C

A CA B

A

B

C

D
E

G
F

Z

A

H
J

I

インターネット上では互いにTCP/IPでコミュニケーションをとります。1

インターネットでは、「PPP」というプロトコル

もよく使われます。PPPとは、Point-to-Point

Protocolの略で、ダイヤルアップIP接続するときに

必要なプロトコルです。

PPP
ピーピーピー

プロトコル

ヒ ン ト

ルータによって最短
距離が選ばれる

も
、
エ
ラ
ー
の
あ
っ
た
パ
ケ
ッ
ト
だ

け
を
再
送
す
れ
ば
よ
い
の
で
効
率
的

で
す
。
こ
の
よ
う
な
通
信
方
式
は
パ

ケ
ッ
ト
交
換
網
と
呼
ば
れ
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
技
術
と
な
っ
て
い

ま
す
。



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
起
源
は
国
防
目

的
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
の
通
信
シ
ス
テ
ム
は
交

換
機
を
中
心
に
中
央
集
約
的
に
構
築
さ

れ
て
い
た
た
め
、
交
換
機
が
破
壊
さ
れ

る
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
ダ
ウ
ン
し

て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
も
し
、

ソ
連
か
ら
交
換
機
を
核
攻
撃
さ
れ
た
ら
、

反
撃
す
ら
で
き
な
く
な
る
と
憂
慮
し
た

米
国
空
軍
は
、
ラ
ン
ド
研
究
所
に
核
攻

撃
に
も
耐
え
る
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
考
え

ら
れ
た
の
が
、
全
体
を
管
理
す
る
セ
ン

タ
ー
を
設
け
ず
に
、
各
サ
イ
ト
を
網
の

目
の
よ
う
に
配
置
し
、
各
サ
イ
ト
間
で

デ
ー
タ
を
リ
レ
ー
式
に
転
送
し
て
い
く

と
い
う
方
式
で
し
た
。
こ
う
す
れ
ば
、

あ
る
サ
イ
ト
が
破
壊
さ
れ
て
も
、
別
ル

ー
ト
で
デ
ー
タ
を
送
れ
ば
よ
い
の
で
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
が
ダ
ウ
ン
す
る
こ

と
が
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
た

の
は
、
米
国
防
総
省
の
高
等
研
究
計
画

局
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ

ア

ー

パ

（A
d
v
an
ced

R
esearch

P
rojects

A
g
en
cy

）
で
す
。
最
初
の
実

験
は
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
Ｕ
Ｃ

Ｌ
Ａ
）
か
ら
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
を

経
由
し
て
ユ
タ
大
学
に
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
」

と
い
う
文
字
列
を
送
る
と
い
う
単
純
な

も
の
で
し
た
。
こ
の
単
純
な
実
験
か
ら

は
じ
ま
っ
た
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
ネ
ッ
ト
は
そ
の

後
全
米
に
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。
全

米
に
普
及
し
た
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
ネ
ッ
ト
は
統

合
さ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
当
初
は
軍
事
目
的
で
構
築
さ
れ
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
軍
事
部
門

は
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
に
分
離
さ
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
個
人
や
企
業
間
の
通

信
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
管
理
者
が
い

な
い
た
め
に
、
規
制
が
少
な
く
自
由
度

の
高
い
世
界
で
す
。
自
由
度
の
高
さ
こ

そ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
魅
力
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う

上
で
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
ネ
チ

ケ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
っ
た
く
の
造
語
で
す
が
、
よ
く
使
わ

れ
ま
す
。
ネ
チ
ケ
ッ
ト
は
「
他
人
を
む

や
み
に
中
傷
し
な
い
」
「
他
人
の
も
の

（
画
像
、
音
楽
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
）
を

無
断
で
借
用
し
な
い
」「
他
人
の
パ
ス
ワ

ー
ド
を
盗
ま
な
い
」
な
ど
、
常
識
的
な

も
の
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
匿
名

性
が
あ
る
た
め
に
、
守
ら
れ
な
い
こ
と

も
多
い
の
で
す
。

こ
れ
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
チ
ズ

ン
（
市
民
）
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
世

界
中
の
人
々
を
指
し
て
い
ま
す
。

通
常
、
人
々
は
所
属
す
る
国
家
の
規

制
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
国
家
の
規
制
が
及
び
に
く
い
自

由
な
世
界
で
す
。
そ
こ
で
、
国
境
、
人

種
、
性
別
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

市
民
と
い
う
新
し
い
概
念
が
生
ま
れ
た

の
で
す
。
ネ
チ
ズ
ン
と
は
人
類
が
理
想

と
す
る
世
界
市
民
と
い
う
概
念
に
近
い

も
の
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

■
ネ
チ
ズ
ン
と
は

■
ネ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
な
ん
で
す
か

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
最
初
に

構
築
し
た
の
は
誰
で
す
か

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
ど
う
い
う

目
的
で
構
築
さ
れ
た
の
で
す
か

)))))))  (((((((トラブルシューティング
こんなとき、どうする？

12
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フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
が
必
要
な
の
で
し

ょ
う
か
。

第
1
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

第
7
章

第
8
章

第
9
章
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2
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第
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こ
の
章
で
で
き
る
こ
と

●

公衆回線専用線�

プロバイダ�

インターネット�

デジタル信号� デジタル信号�デジタル信号�

ISDNアダプタ� ISDNアダプタ�
電話回線�

パソコン背面にモジュラージャックがある�

電話線�

モジュラージャック�

LINE

�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
に
必
要
な
準
備

5

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌの
基
礎
知
識

6

パ
ソ
コ
ン
に
モ
デ
ム
を
接

続
す
る

7

14



パソコン背面�

TA（DSU内蔵）�

COM1または2

アナログポート�データポート�

LINE

モジュラージャック�RS232Cケーブル�

●
ｂ
ｐ
ｓ

ビ
ー
ピ
ー
エ
ス

１
秒
間
に
ど
れ
だ
け
の
デ
ー
タ
を
送

受
信
で
き
る
か
を
示
す
単
位
。
数
値
が

大
き
い
ほ
ど
高
速
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

●
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

In
teg
rated

S
erv
ices

D
ig
ital

N
etw
ork

（
統
合
サ
ー
ビ
ス
デ
ジ
タ
ル

通
信
網
）
の
略
称
。

●
Ｄ
Ｓ
Ｕ

デ
ィ
ー
エ
ス
ユ
ー
（
回
線
接
続
装
置
）

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
接
続

す
る
た
め
の
端
末
装
置
。

●
Ｔ
Ａ
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
）

パ
ソ
コ
ン
や
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
機
器

を
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
変

換
す
る
た
め
の
装
置
。

●
ル
ー
タ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
パ
ケ
ッ
ト
を
、

正
し
い
目
的
地
に
送
る
た
め
の
装
置
。

●
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

ケ
ー
ブ
ル
で
接
続
し
て
デ
ー
タ
を
や

り
取
り
す
る
た
め
の
媒
体
の
一
種
。

●
Ｌ
Ａ
Ｎ

ラ

ン

ボ
ー
ド

パ
ソ
コ
ン
を
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
接
続
さ
せ
る

た
め
の
装
置
。

プロバイダ�

電話回線�
（ダイヤルアップIP接続）�

パソコン�

インターネット�

必
要
な
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
な
ど

10

プ
ロ
バ
イ
ダ
と
契
約
す
る

9

パ
ソ
コ
ン
に
Ｔ
Ａ

テ
ィ
ー
エ
ー
を
接
続

す
る

8

15

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
る
の
に

な
に
が
必
要
か
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
必
要
な
も
の

5パ
ソ
コ
ン
は
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
マ

シ
ン
と
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
に
大
別

さ
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
を
購
入
し
て

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
簡
単
に
接
続

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
す

る
に
は
モ
デ
ム
が
必
要
で
す
が
、
最

近
は
本
体
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
モ
デ
ム
の
通
信

速
度
は
２
８
８
０
０
ｂ
ｐ
ビ
ー
ピ
ー

ｓエ
ス

、
３
３

６
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
、
５
７
６
０
０
ｂ
ｐ

ｓ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、

５
７
６
０
０
ｂ
ｐ
ｓ
の
モ
デ
ム
が
主

流
で
す
。
ま
た
、
５
７
６
０
０
ｂ
ｐ

ｓ
の
モ
デ
ム
に
は
、
Ｋケ

ー

５
６

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｘ

フ

レ

ッ

ク

ス

、
ｘ

２

エ
ッ
ク
ス
ツ
ー

、
Ｖブ
イ

９
０
と
い

う
３
つ
の
仕
様
が
あ
り
ま
す
が
Ｖ
９

０
の
モ
デ
ム
が
主
流
で
す
。

よ
り
高
速
で
安
定
性
の
あ
る
通
信

を
望
む
場
合
に
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ
を
導

入
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
最
も
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
な
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
64
を
導

入
す
る
と
、
６
４
Ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
（
１
Ｋ

ｂ
ｐ
ｓ
＝
１
０
２
４
ｂ
ｐ
ｓ
）
の
速

度
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
を
利
用
す
る
に
は
、
Ｔ
Ａ
（
パ

ソ
コ
ン
や
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
機
器
を

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
接
続
す
る
よ
う
に
変
換

す
る
た
め
の
装
置
）
と
Ｄ
Ｓ
Ｕ

デ
ィ
ー
エ
ス
ユ
ー
（
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
接
続
す

る
た
め
の
端
末
装
置
）が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
次
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

通
常
、
通
信
に
は
公
衆
回
線
を
使

い
ま
す
。
プ
ッ
シ
ュ
式
で
も
ダ
イ
ヤ

ル
式
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
を
導
入
す
る
場
合
に
も
、
既
存
の

電
話
回
線
を
そ
の
ま
ま
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
申
請
す
る
必

要
は
あ
り
ま
す
が
、
工
事
は
簡
単
な

も
の
で
す
。

高
速
性
を
望
む
な
ら
、
若
干
高
価

で
す
が
、
専
用
の
電
話
回
線
（
専
用

線
）
を
引
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

直
接
、
パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
す

が
、
こ
れ
に
は
か
な
り
の
技
術
と
費

用
が
必
要
で
誰
で
も
で
き
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
通
常
は
プ
ロ
バ
イ

ダ
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
業
者
を
利
用
し
ま
す
。
プ
ロ
バ
イ

ダ
に
つ
い
て
は
24
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
、
電
子

メ
ー
ル
ソ
フ
ト
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
必
要
な
ソ
フ

ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｍ
ｅ
な
ど
に
含

ま
れ
て
い
た
り
、
雑
誌
の
付
録
な
ど

か
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も

の
も
多
い
の
で
、
別
途
購
入
す
る
必

要
の
あ
る
ソ
フ
ト
は
あ
ま
り
あ
り
ま

せ
ん
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
ソ
フ
ト

●
プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
の
加
入

●
電
話
回
線
／
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線

●
モ
デ
ム
／
Ｔ
Ａ

テ
ィ
ー
エ
ー

●
パ
ソ
コ
ン

16
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インターネットをはじめるのに必要なもの

通常、プロバイダを通してインターネットにつながります。4

モデムまたはISDNが必要です（パソコン
に内蔵されている場合もあります）。2

プロバイダ�

インターネット�

標準的なパソコンとディスプレイが必要
です。1

データは電話回線を通って流れます。3

公衆回線専用線�

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章 パソコン

モデム
ISDNにはTAを
使用します

電話回線

プロバイダの役割



快
適
に
利
用
し
た
い
な
ら
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
使
う
。

●
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
基
礎
知
識

6Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
はI

n
t
e
g
r
a
t
e
d

S
erv
ices

D
ig
ital
N
etw
ork

（
統

合
サ
ー
ビ
ス
デ
ジ
タ
ル
通
信
網
）
の

略
称
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
通
信
に
よ
る

高
速
、
高
信
頼
性
が
特
徴
で
す
。

日
本
で
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
通
信
速
度
の

違
い
に
よ
り
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ

ア
イ
エ
ヌ
エ
ス

ネ
ッ
ト
64
」

と
「
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
１
５
０
０
」
の

２
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
64
で
は
64
Ｋキ
ロ

ｂビ
ー

ｐ
ｓ
ピ
ー
エ
ス

、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
１
５
０
０
で

は
1.5
Ｍメ

ガ

ｂ
ｐ
ｓ
（
１
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
＝
１

０
２
４
Ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
）
の
速
度
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
費
用
や
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
関
係
か
ら
個
人
で
は
Ｉ

Ｎ
Ｓ
64
を
選
ぶ
の
が
普
通
で
す
。

ま
た
、
電
話
回
線
を
新
規
に
申
し

込
む
と
き
に
は
、
施
設
設
置
負
担
金

が
不
要
な
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
64
ラ
イ
ト

が
あ
り
ま
す
。
９
年
４
カ
月
以
内
の

利
用
の
場
合
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
64
よ

り
お
得
で
す
。

電
話
回
線
は
、
音
声
（
ア
ナ
ロ
グ

信
号
）
を
伝
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ

て
い
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ジ
タ

ル
信
号
を
送
る
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
信

号
を
ア
ナ
ロ
グ
信
号
に
変
換
し
て
電

話
回
線
に
流
し
、受
け
取
る
側
で
は
、

ア
ナ
ロ
グ
信
号
を
デ
ジ
タ
ル
信
号
に

変
換
し
て
受
け
る
と
い
う
作
業
が
必

要
で
し
た
。
こ
の
ア
ナ
ロ
グ
信
号
と

デ
ジ
タ
ル
信
号
の
変
換
が
モ
デ
ム
の

役
割
な
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
で
は
、
信
頼
性
や
速
度
に
限
界
が

あ
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
使
う
と
、
パ
ソ
コ
ン

の
デ
ジ
タ
ル
信
号
を
変
換
せ
ず
に
、

そ
の
ま
ま
電
話
線
に
流
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
信
頼
性
と

高
速
性
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。
し
か
も
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ
64
の
場
合
、

１
本
の
回
線
で
２
本
の
伝
送
路
を
確

保
で
き
る
の
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
使
っ

た
デ
ジ
タ
ル
通
信
と
同
時
に
通
常
の

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
ア
ナ
ロ

グ
通
信
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

も
し
、
２
本
の
伝
送
路
を
と
も
に
デ

ジ
タ
ル
信
号
の
送
信
に
使
え
ば
、
１

２
８
Ｋ
ｂ
ｐ
ｓ
の
通
信
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
Ｉ
Ｎ
Ｓ
64
を
申
し
込
む

に
は
、
１
１
６
に
電
話
し
て
、
Ｉ
Ｎ

Ｓ
ネ
ッ
ト
64
申
込
書
を
送
っ
て
も
ら

い
、
必
要
な
事
項
を
書
い
て
、
送
り

返
せ
ば
よ
い
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
Ｎ

Ｔ
Ｔ
に
直
接
出
向
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
申
込
書
の
記
入
に
は
わ
か
り

づ
ら
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
の

場
合
に
は
Ｉ
Ｎ
Ｓ
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
（0120-494-933

）
に
電
話
を

し
て
聞
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｎ
Ｓ
64
を
申
し
込
む
場
合
、
新

規
に
回
線
を
申
し
込
む
方
法
と
既
存

の
回
線
を
変
更
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
後
者
の
方
が
安
上

が
り
で
す
。
以
前
は
、
既
存
の
回
線

を
使
う
場
合
、
電
話
番
号
を
変
更
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
現
在
で
は
、
こ
の
問
題

は
解
決
さ
れ
、
電
話
番
号
の
変
更
な

●
Ｉ
Ｎ
Ｓ
64
の
申
し
込
み

●
モ
デ
ム
と
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
違
い

●
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ
と
は

18



19

モデムとISDNの違い

INS64では1本の回線に2本の伝送路を確保
でき、それぞれに別の信号を流すことが
できます。3

モデムを使った通信では、デジタル信号とアナログ信号を変換します。1

ISDN回線（64Kbps）�

アナログ信号�

デジタル信号�

ISDN回線（128Kbps）�

デジタル信号�

デジタル信号�

�

アナログ信号� デジタル信号�デジタル信号�

モデム� モデム�
電話回線�

ISDNを使った通信では、デジタル信号をそのまま送受信します。2

デジタル信号� デジタル信号�デジタル信号�

ISDNアダプタ� ISDNアダプタ�
電話回線�

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章

アイプランは月額定額料を支払うことにより同一

区域内の1つの電話番号の利用が、通常の利用額より

割安になるNTTのサービスです。アイプランには、

アイプラン3000とアイプラン1200の2つのサービス

があります。アイプラン3000では、月3000円の料

金で7500円分が使用でき、アイプラン1200円では

月1200円の料金で3000円分使用できます。1つの電

話番号を頻繁に使用する場合に導入すると、お得で

す。

アイプラン

ヒ ン ト

し
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
引
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
利
用
す
る
に
は
、

次
の
２
つ
の
機
器
が
必
要
で
す
。

・
Ｄ
Ｓ
Ｕ

デ
ィ
ー
エ
ス
ユ
ー
（
回
線
接
続
装
置
）

・
Ｔ
Ａ

テ
ィ
ー
エ
ー
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
）

Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
デ
ジ

タ
ル
機
器
（
デ
ジ
タ
ル
電
話
や
Ｔ

Ａ
）
を
接
続
す
る
た
め
の
端
末
装

置
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
１
本
に
つ

き
１
台
必
要
で
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か
ら
レ
ン
タ
ル
で
き
ま
す
が
、

使
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
買
っ
た
方
が
得
で
す
。

Ｔ
Ａ
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
従
来
の

ア
ナ
ロ
グ
機
器
（
電
話
機
や
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
、
モ
デ
ム
な
ど
）
を
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
接
続
で
き
る
よ
う
に
変

換
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。
原
則

と
し
て
モ
デ
ム
と
同
じ
よ
う
に
パ

ソ
コ
ン
１
台
に
つ
き
Ｔ
Ａ
も
１
台

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
な
機
器
と
費
用



パ
ソ
コ
ン
に
モ
デ
ム
を
接
続
す
る
。

●
モ
デ
ム
を
接
続
す
る
方
法

7パ
ソ
コ
ン
に
モ
デ
ム
が
内
蔵
さ
れ

て
い
る
場
合
に
は
、
内
蔵
さ
れ
て
い

る
モ
デ
ム
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ラ

イ

ン

端
子
と
電
話

回
線
の
受
け
口
で
あ
る
モ
ジ
ュ
ラ
ー

ジ
ャ
ッ
ク
を
電
話
線
で
結
び
ま
す
。

従
来
使
っ
て
い
た
電
話
機
も
使
い

た
い
場
合
に
は
、
内
蔵
さ
れ
て
い
る

モ
デ
ム
の
Ｔ
Ｅ
Ｌ

テ

ル

端
子
と
電
話
機
を

電
話
線
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
ま
す
。

な
お
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
は
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
端
子
は
付
い
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
分
岐
ア
ダ
プ
タ
を
使
う
な
ど
の

工
夫
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
モ
デ
ム
が
内
蔵
さ
れ

て
お
ら
ず
、
外
付
け
の
モ
デ
ム
を
使

う
場
合
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
通
信
ポ

ー
ト
と
モ
デ
ム
を
Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ

ア
ー
ル
エ
ス
ニ
ー
サ
ン
ニ
ー
シ
ー
ケ

ー
ブ
ル
（
ス
ト
レ
ー
ト
）
で
結
び
、

モ
デ
ム
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
端
子
と
モ
ジ
ュ

ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
を
電
話
線
で
結
び
ま

す
。従

来
使
っ
て
い
た
電
話
機
も
使
い

た
い
場
合
に
は
、
外
付
け
モ
デ
ム
の

Ｔ
Ｅ
Ｌ
端
子
と
電
話
機
を
ケ
ー
ブ
ル

で
結
び
ま
す
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
に
は
、

Ｐ
Ｃ
ピ
ー
シ
ー

モ
デ
ム
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

Ｐ
Ｃ
モ
デ
ム
カ
ー
ド
と
モ
ジ
ュ
ラ
ー

ジ
ャ
ッ
ク
を
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ケ
ー
ブ
ル

で
結
び
、
Ｐ
Ｃ
モ
デ
ム
カ
ー
ド
を
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
本
体
の
カ
ー
ド
ス
ロ

ッ
ト
に
挿
入
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
本
体
の
シ
リ
ア
ル
ポ
ー

ト
に
は
、
９
ピ
ン
タ
イ
プ
の
も
の
と

25
ピ
ン
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
９
ピ
ン
タ
イ
プ
の
シ
リ
ア
ル
ポ

ー
ト
の
場
合
に
は
、
Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ

ケ
ー
ブ
ル
を
直
接
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
25
ピ
ン
か
ら
９
ピ

ン
に
変
換
す
る
コ
ネ
ク
タ
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
に
は
、
６

極
２
芯
と
６
極
４
芯
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
モ
デ
ム
と
の
接
続
に
利
用
す

る
の
は
６
極
２
芯
の
方
で
す
。

Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
に
は
ス

ト
レ
ー
ト
タ
イ
プ
と
リ
バ
ー
ス
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
と
モ
デ

ム
を
接
続
す
る
に
は
、
ス
ト
レ
ー
ト

を
使
い
ま
す
。

●
Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ
ケ
ー
ブ
ル
の

種
類

●
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
の
種
類

●
変
換
コ
ネ
ク
タ

●
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
場
合

●
外
付
け
の
モ
デ
ム
を
使
う

●
パ
ソ
コ
ン
内
蔵
の
モ
デ
ム
を

使
用
す
る
場
合

20

RS232Cは、コンピュータで通信すると

きの通信規格のことです。普通、パソコン

本体の裏側には、RS232C規格のコネクタ

が付いており、ここにRS232Cケーブルを

接続してモデムなどとつなぐようになって

います。この方式はパソコンの通信規格と

しては最も一般的なものとなっています。

RS232Cとは

ヒ ン ト
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パソコンの接続

カード型のモデムを使って電話回線と接続する。3

パソコン内蔵のモデムを使って電話回線と接続する。1

ノートパソコン�

モデムカード�

ICスロットに挿入�

モジュラージャック�

モジュラーケーブル�
（電話線）�

パソコン背面にモジュラージャックがある�

電話線�

モジュラージャック�

LINE

�

外付けのモデムを使って電話回線と接続する。2

パソコン背面�

モデム�

COM1または2

LINE

TEL(PHONE) モジュラージャック�
RS232Cケーブル�

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章



パ
ソ
コ
ン
に
Ｔ
Ａ
を
接
続
す
る
。

●
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
を
使
う
た
め
に

8

22

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ

を
利
用
す
る
に
は
、

モ
デ
ム
の
代
わ
り
に
Ｔ
Ａ
と
Ｄ
Ｓ
Ｕ

が
必
要
で
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
（
デ
ジ
タ
ル
電

話
や
Ｔ
Ａ
）
を
接
続
す
る
た
め
の
端

末
装
置
で
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク

に
接
続
し
ま
す
。
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
Ｉ
Ｓ
Ｄ

Ｎ
回
線
１
本
に
つ
き
１
台
必
要
で

す
。
一
方
、
Ｔ
Ａ
は
、
原
則
と
し
て

パ
ソ
コ
ン
ご
と
に
必
要
で
、
パ
ソ
コ

ン

の

通

信

ポ

ー

ト

と

Ｒ
Ｓ
２
３
２
Ｃ

ア
ー
ル
エ
ス
ニ
ー
サ
ン
ニ
ー
シ
ー

ケ
ー
ブ
ル
で
接
続

し
ま
す
。

Ｔ
Ａ
と
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
、
Ｔ
Ａ
の
Ｉ
Ｓ

Ｄ
Ｎ
端
子
と
Ｄ
Ｓ
Ｕ
の
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｌ
端
子
で
結
び
ま
す
。
電
話
や

フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
の
ア
ナ
ロ
グ
機
器

を
同
時
に
使
う
場
合
に
は
、
Ｔ
Ａ
の

ア
ナ
ロ
グ
端
子
に
接
続
し
ま
す
。

Ｔ
Ａ
の
な
か
に
は
Ｄ
Ｓ
Ｕ
を
内
蔵

し
て
い
る
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
タ
イ
プ
の
Ｔ
Ａ
を
使
う
場
合
に

は
、
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
不
要
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
よ
っ
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
Ｔ
Ａ
が
内
蔵
さ
れ
て
い
る
タ
イ

プ
が
あ
り
、こ
の
タ
イ
プ
の
Ｔ
Ａ
は
、

一
般
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ボ
ー
ド
と
呼
ば
れ

ま
す
。
通
常
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ボ
ー
ド
を

使
う
場
合
に
も
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
必
要
で
す

が
、
Ｄ
Ｓ
Ｕ
を
内
蔵
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ボ
ー
ド
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
使
う

場
合
に
は
Ｄ
Ｓ
Ｕ
は
不
要
で
す
。

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
場
合
に
は
、

携
帯
性
を
重
視
し
た
カ
ー
ド
型
の
Ｔ

Ａ
（
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
カ
ー
ド
）
が
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
ル
ー
タ
を
使
う

と
、
１
台
の
ル
ー
タ
だ
け
で
、
複
数

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
同
時
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

回
線
を
使
用
で
き
て
便
利
で
す
。

接
続
も
簡
単
で
す
。
Ｌ
Ａ
Ｎ
ボ
ー

ド
を
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
し
（
イ
ー
サ

ネ
ッ
ト
用
の
コ
ネ
ク
タ
が
内
蔵
さ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）、
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
ケ
ー
ブ
ル
で
、
パ
ソ
コ
ン

の
Ｌ
Ａ
Ｎ
ボ
ー
ド
と
ル
ー
タ
の
イ
ー

サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ト
を
接
続
す
れ
ば
よ

●
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
ル
ー
タ
を

使
用
す
る

●
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
ボ
ー
ド
を
使
用
す
る

場
合

●
Ｔ
Ａ

テ
ィ
ー
エ
ー
と
Ｄ
Ｓ
Ｕ

デ
ィ
ー
エ
ス
ユ
ー
を
使
用
す
る

場
合

ISDNを導入したからモデムが不要になるかというと、必ずしもそうではありませ

ん。たとえば、パソコンからファックスを送りたい場合には、ISDNとは別にモデムが

必要となります。ISDNとモデムの両方を使いたい場合には、次のようにします。

パソコンに通信ポートが2つ以上ある場合には、一方にTAを接続し、もう一方にモ

デムを接続します。そしてモデムのLINE端子とTAのアナログポートを電話線ケーブル

で結びます。パソコンに通信ポートが1つしかない場合には、RS3232C切り替え機を

使って、モデムとTAを切り替えて使用するとよいでしょう。

ISDNとモデムを両方使うには

ヒ ン ト
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パソコンにTAを接続する

ダイヤルアップルータを使用する場合。3

TAとDSUを使用する場合。1

電話機�

ルータ�

パソコン�

パソコン�

モジュラージャック�

モジュラーケーブル�
（電話線）�

イーサネット�

イーサネット�

ISDNアナログ�DTE LINE

TERMINAL

TA DSU

電話機�

モジュラー�
ジャック�

パソコン�

ファクシミリ�

DSU内蔵のTAを使用する場合。2

パソコン背面�

TA（DSU内蔵）�

COM1または2

アナログポート�データポート�

LINE

モジュラージャック�RS232Cケーブル�

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
と
契
約
す
る
。

●
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
の
契
約

9直
接
、
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
が
、
こ
れ
に
は
か
な
り
の
技

術
と
費
用
が
必
要
で
、
誰
で
も
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
最

も
簡
単
な
方
法
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
と

呼
ば
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
業

者
を
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
プ
ロ
バ

イ
ダ
に
加
入
す
れ
ば
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

を
介
し
て
、比
較
的
安
価
な
費
用
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能
に
な

り
ま
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
と
の
接
続
方
法
に

は
、
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
Ｉ
Ｐ

ア
イ
ピ
ー

接
続
、

専
用
線
Ｉ
Ｐ
接
続
が
あ
り
、
こ
こ
か

ら
１
つ
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
に
は
、
大
手
の
も
の

か
ら
地
域
限
定
の
小
規
模
の
も
の
ま

で
あ
り
、
料
金
の
設
定
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
雑

誌
な
ど
を
参
考
に
、
自
分
の
条
件
に

合
っ
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
探
す
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

個
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
場
合

に
、最
も
一
般
的
な
接
続
方
法
で
す
。

利
用
者
は
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
電
話
を
か

け
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
通
し
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
ま
す
。
プ
ロ
バ

イ
ダ
と
電
話
で
つ
な
が
っ
て
い
る
間

だ
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
可

能
に
な
り
ま
す
。個
人
に
と
っ
て
は
、

最
も
経
済
的
か
つ
効
率
的
で
す
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
と
の
間
で
専
用
線
を

引
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

す
る
方
式
で
す
。
常
時
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
接
続
さ
れ
、
し
か
も
高
速
で

す
。
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
Ｉ
Ｐ
接
続
に

比
べ
て
費
用
が
か
か
る
の
で
、
個
人

ユ
ー
ザ
に
は
適
し
ま
せ
ん
が
、
企
業

で
は
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
会

社
が
プ
ロ
バ
イ
ダ
と
な
り
、
各
家
庭

に
引
い
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
ま
す
。
そ

の
最
大
の
特
徴
は
通
信
速
度
が
速
い

こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ
の
２
倍
か
ら

20
倍
の
速
度
が
得
ら
れ
ま
す
。
通
信

機
器
と
し
て
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
専
用
モ
デ
ム

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
業

者
が
レ
ン
タ
ル
し
て
く
れ
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
は
普
通
の
電
話
回
線
を

使
っ
て
高
速
通
信
を
可
能
に
し
た
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
10
倍
ほ

ど
の
ス
ピ
ー
ド
を
実
現
し
て
い
る
上

に
、
電
話
を
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
に
変
更
し
な

く
て
も
電
話
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
を
併
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
専
用
の
モ
デ
ム
が
必
要
で

す
が
、
業
者
か
ら
レ
ン
タ
ル
で
き
ま

す
。
問
題
は
、
提
供
地
域
が
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
、
対
応
し
て
い
る

プ
ロ
バ
イ
ダ
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

●
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

エ
ー
デ
ィ
ー
エ
ス
エ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

シ
ー
エ
ー
テ
ィ
ー
ブ
イ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

●
専
用
線
Ｉ
Ｐ
接
続

●
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
Ｉ
Ｐ
接
続

●
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
役
割

24
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プロバイダとの接続方法

CATVインターネット3

ダイヤルアップIP接続1

CATVインターネット�
接続会社�

CATV専用線�

パソコン�

インターネット�

�

CATVモデム�

ADSLインターネット4

ADSL対応プロバイダ�

電話回線�

パソコン�

インターネット�

�

ADSLモデム�

プロバイダ�

電話回線�
（ダイヤルアップIP接続）�

パソコン�

インターネット�

専用線IP接続2

プロバイダ�

専用線IP接続�

パソコン�

インターネット�

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章



ど
ん
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
必
要
か
。

●
必
要
な
ブ
ラ
ウ
ザ
や
メ
ー
ル
ソ
フ
ト

10ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る
た
め

の
ソ
フ
ト
で
す
。
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｍ

ｅ
に
は
、
ブ
ラ
ウ
ザ
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
5.5
が

付
属
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
ブ
ラ
ウ
ザ
は
、
た
ん
に
ウ

ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
見
る
た
め
だ
け
の
機

能
だ
け
で
な
く
、
フ
ァ
イ
ル
を
ア
ッ

プ
ロ
ー
ド
し
た
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
な
ど
、
Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ー
ピ
ー
の
機
能
を
有
し
て

い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
メ
ー
ル
を
送

受
信
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
で
「
メ
ー

ラ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｍ
ｅ
に
は
ア
ウ
ト

ル
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
5.5
と
い
う
電

子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
が
付
属
し
て
い
ま

す
。
ポ
ス
ト
ペ
ッ
ト
の
よ
う
に
人
気

の
あ
る
市
販
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト

や
Ａ
Ｌ
ア

ル

｜

Ｍ
ａ
ｉ
ｌ

メ

ー

ル

の
よ
う
な
シ
ェ

ア
ウ
ェ
ア
の
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
も

普
及
し
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
読
み
書
き
す

る
た
め
の
ソ
フ
ト
で
す
。
専
用
の
オ

ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、

ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
よ

う
に
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト
に
ニ
ュ
ー

ス
リ
ー
ダ
ー
の
機
能
が
付
い
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

サ
ー
バ
ー
か
ら
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、
サ
ー
バ
ー
へ
フ

ァ
イ
ル
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
た
め

の
ソ
フ
ト
で
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
に
は
Ｄ
Ｏ
Ｓ

ド

ス

ベ
ー

ス
の
Ｆ
Ｔ
Ｐ
が
付
属
し
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
使
い
や
す
い
も
の
で
は

な
い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ソ
フ
ト
の

Ｆ
Ｔ
Ｐ
を
入
手
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
Ｃ
ｕ
ｔ
ｅ

キ

ュ

ー

ト

Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ピ
ー

や

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ

ネ

ク

ス

ト

Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ー
ピ
ー

な
ど
が
有
名
で

す
。遠

隔
地
に
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

操
作
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に

ア

ク

セ

ス

し

た

り

、

＠
ｎ
ｉ
ｆ
ｔ
ｙ

ア

ッ

ト

ニ

フ

テ

ィ

に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
ア
ク
セ
ス
す
る
と
き
に
使
い
ま

す
。
あ
る
い
は
、
サ
ー
バ
ー
に

Ｃ
Ｇ
Ｉ

シ
ー
ジ
ー
ア
イ

を
設
定
す
る
と
き
な
ど
に
も

使
い
ま
す
。

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
に
は
Ｄ
Ｏ
Ｓ
ベ
ー

ス
の
Ｔ
ｅ
ｌ
ｎ
ｅ
ｔ
が
付
属
し
て
い

ま
す
が
、
あ
ま
り
使
い
や
す
い
も
の

で
は
な
い
の
で
、
専
用
の
ソ
フ
ト
を

手
に
入
れ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

Ｔ
ｅ
ｒ
ａ

テ

ラ

Ｔ
ｅ
ｒ
ｍ

タ

ー

ム

な
ど
が
有
名

で
す
。

●
Ｔ
ｅ
ｌ
ｎ
ｅ
ｔ

テ

ル

ネ

ッ

ト

ソ
フ
ト

●
Ｆ
Ｔ
Ｐ

エ
フ
テ
ィ
ー
ピ
ー
ソ
フ
ト

●
ニ
ュ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー

●
電
子
メ
ー
ル
ソ
フ
ト

●
ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
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インターネットに必要なソフト

電子メールソフト。アウトルックエクス
プレス5.5もウィンドウズMeに付属してい
ます。2

ネットミーティング。音声やビデオによ
る会話ができます。3

FTP。NextFTPはオンラインソフトのFTP
ソフトです。4

ウェブブラウザ。インターネットエクス
プローラ5.5はウィンドウズMeに付属して
います。1

Telnet。Tera Termもオンラインソフトで
す。5

接
続
す
る
前
に
準
備
し
て
お
く
も
の

第
2
章

インターネットミーティングは通常の電話回線の代

わりにインターネット回線を使って、音声によりリア

ルタイムで会話するものです。音声による会話だけで

なく、ビデオ会議、文字によるチャット、ホワイトボ

ード、アプリケーションの共有などさまざまなアプリ

ケーション機能を備えています。

ネットミーティング

ヒ ン ト



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
い
て
気

に
な
る
の
は
電
話
代
で
す
、
電
話
代
を

節
約
し
た
い
方
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
提
供

し
て
い
る
「
テ
レ
ホ
ー
ダ
イ
」
と
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
特
定
の
電
話
番

号
（
２
カ
所
ま
で
）
へ
の
通
話
料
金
が

夜
11
時
か
ら
翌
朝
８
時
ま
で
な
ら
、
何

時
間
使
っ
て
も
定
額
（
同
一
区
域
な
ら

月
１
８
０
０
円
）
に
な
る
と
い
う
も
の

で
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ

ア
イ
エ
ス
デ
ィ
ー
エ
ヌ

を
使
っ
て
い
る
人
に
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｓ

ア
イ
エ
ヌ
エ
ス

テ
レ
ホ
ー
ダ
イ
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
同
一
区
域

な
ら
月
２
４
０
０
円
で
す
。
ど
ち
ら
も

夜
型
の
人
に
は
、
か
な
り
お
得
な
サ
ー

ビ
ス
で
す
が
、
回
線
が
混
み
合
う
た
め

つ
な
が
り
に
く
か
っ
た
り
、
回
線
速
度

が
遅
く
な
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

フ
レ
ッ
ツ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

２
０
０
０
年
７
月
よ
り
開
始
し
た
フ
レ

ッ
ツ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
用
意
し

た
接
続
専
用
番
号
に
１
日
何
時
間
つ
な

い
で
も
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
支
払
う
料
金
は
月

額
４
５
０
０
円
一
定
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
つ
ま
り
、
月
額
４
５
０
０
円
で

常
時
接
続
が
可
能
で
、
同
時
に
電
話
も

使
用
可
能
と
い
う
非
常
に
お
得
な
サ
ー

ビ
ス
な
の
で
す
。

な
お
、
フ
レ
ッ
ツ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
の
サ
ー

ビ
ス
地
域
お
よ
び
プ
ロ
バ
イ
ダ
は
限
定

さ
れ
て
い
る
の
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.n
tt-

east.co.jp
/flets/

）
ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp
://w

w
w
.

n
tt-w
est.co.jp

/ip
n
et/ip

/

）
で
確
認
す

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

以
前
に
比
べ
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
の
接

続
料
金
は
だ
い
ぶ
安
く
な
り
ま
し
た
。

大
手
プ
ロ
バ
イ
ダ
で
は
月
額
２
０
０
０

円
の
固
定
料
金
が
一
般
的
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
さ
ら
に
節
約
し
た
い

方
に
は
無
料
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
が
お
勧
め

で
す
。
日
本
で
は
ラ
イ
ブ
ド
ア

（h
ttp
://w

w
w
.liv
ed
oor.com

/

）
や
フ

リ
ー
コ
ム
（h

t
t
p
:/
/
w
w
w
.

freecom
.n
e.jp
/

）
な
ど
が
無
料
プ
ロ
バ

イ
ダ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

無
料
プ
ロ
バ
イ
ダ
利
用
の
一
例
と
し

て
、
ユ
ー
ザ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
い
る
と
き
に
、
頻
繁
に
広
告
を

目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
と
え

ば
、
ブ
ラ
ウ
ザ
の
起
動
時
に
広
告
が
掲

載
さ
れ
た
無
料
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
が
必
ず
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い
た
り
、
接
続
中
は
一
定
時

間
ご
と
に
広
告
表
示
用
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ

が
開
い
た
り
し
ま
す
。
利
用
者
に
と
っ

て
こ
う
し
た
広
告
の
表
示
は
煩
わ
し
く

も
あ
り
ま
す
が
、
広
告
掲
載
料
を
徴
収

す
る
代
わ
り
に
、
接
続
料
金
が
無
料
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
文
句
も
言
え

ま
せ
ん
。

Ｌ
Ａ
Ｎ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
複
数
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
ア

ッ
プ
ル
ー
タ
を
使
う
の
が
な
ん
と
い
っ

て
も
便
利
で
す
。
複
数
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
か
ら
同
時
に
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
利
用

で
き
る
の
で
す
か
ら
。

ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
ル
ー
タ
が
な
い
場

合
に
は
、
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
続

し
て
い
る
モ
デ
ム
や
Ｔ
Ａ
を
、
Ｌ
Ａ
Ｎ

で
つ
な
が
っ
て
い
る
別
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
で
共
有
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ウ
ィ
ザ

ー
ド
で
﹇
ホ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の

他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
由
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
﹈
を
オ
ン
に
す
る

こ
と
な
ど
で
、
簡
単
に
実
現
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
Ｌ
Ａ
Ｎ

ラ

ン

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
た
い

■
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
料
金
を
安
く
し

た
い

■
通
話
料
金
を
安
く
し
た
い
(2)

■
通
話
料
金
を
安
く
し
た
い
(1)

)))))))  (((((((トラブルシューティング
こんなとき、どうする？
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